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　人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
等
内
外
に
課
題
多
い
中
で
の
予
算
編
成
だ
っ

た
が
事
業
見
直
し
等
の
検
討
を
踏
ま
え
、
町
民
直
結
予

算
の
確
保
、
ハ
ー
ド
事
業
抑
制
の
も
の
と
し
た
。
今
ま

で
と
違
う
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
う
が
、
町
民
へ
の
説

明
を
多
く
し
理
解
を
進
め
、
町
民
の
立
場
で
行
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
議
第
１１
号
か
ら
２５
号
）

早
坂
議
員
（
議
第
１３
号
）

押
印
見
直
し
で
の
町
民
へ

の
対
応
は
ど
う
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　コ
ロ
ナ
対
応

も
含
め
た
国
の
押
印
廃
止

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
実

施
す
る
予
定
で
、
現
状
は

現
場
対
応
と
考
え
て
い
る
。

星
川
智
子
議
員
（
議
第
２４

・
２５
号
）
価
格
改
定
（
変

更
）
の
場
は
ど
こ
で
決
定

さ
れ
る
の
か
。

産
業
課
長

　正
式
な
検
討

委
員
会
は
な
く
最
上
管
内

の
温
泉
状
況
等
を
踏
ま
え

現
場
サ
イ
ド
が
公
社
側
と

協
議
最
終
的
に
は
社
長

（
町
長
）
が
決
定
し
て
い
る
。

柴
田
清
正
議
員
（
議
第
１７

号
）
改
め
て
消
防
団
員
報

酬
の
変
更
の
考
え
は
。

町
民
税
務
課
長

　消
防
団

幹
部
と
話
し
合
い
、
年
報

酬
の
値
上
げ
、
出
動
報
酬

及
び
費
用
弁
償
と
い
う
実

働
に
合
わ
せ
た
支
払
い
と

変
更
し
て
い
る
。

中
村
忠
行
議
員

　（
議
第

１８
号
・
２２
号
）
婚
活
イ
ベ

ン
ト
や
そ
の
事
業
主
体
を

民
間
委
託
は
で
き
な
い
の

か
、
ま
た
、
学
校
鑑
定
額

の
査
定
の
中
味
の
説
明
を
。

総
合
政
策
課
長

　民
間
委

託
は
金
山
町
内
に
な
い
の

で
町
外
業
者
へ
の
委
託
も

考
え
ら
れ
る
。
ホ
テ
ル
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
考
え
ら

れ
る
の
で
検
討
し
て
み
た

い
。
ま
た
、
学
校
鑑
定
額

に
つ
い
て
は
、
有
屋
小
の

場
合
、
鑑
定
額
に
は
土
地

代
、
建
物
代
、
解
体
費
、

さ
ら
に
耐
用
年
数
に
よ
っ

て
補
助
金
返
還
も
生
じ
て

く
る
。
国
で
は
廃
校
増
で

の
配
慮
も
さ
れ
て
き
て
い

て
返
還
免
除
も
さ
れ
て
き

て
い
る
。
実
際
は
無
償
譲

渡
も
考
え
ら
れ
る
。

寒
河
江
宏
一
議
員
（
議
第

１１
号
・
１４
号
）
前
条
例
か

ら
さ
し
除
い
た
部
分
の
考

え
方
は
、
ま
た
、
行
政
不

服
審
査
委
託
の
背
景
は
。

総
務
課
長

　平
成
１８
年
制

定
時
合
併
推
進
が
検
討
さ

れ
た
時
代
の
自
律
と
い
う

部
分
を
外
し
、
ス
タ
ー
ト

の
意
味
合
い
を
改
め
た
条

例
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

行
政
不
服
審
査
会
の
件
は

各
市
町
村
で
検
討
し
た
結

果
県
へ
の
委
託
体
制
が
整

っ
た
た
め
で
あ
る
。

【
町
長
施
政
方
針
要
旨
】

リ
・
ス
タ
ー
ト

 

希
望
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能

　
　
　
　
　

 

な
ま
ち
づ
く
り

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

健康で活気あふれる 町づくりを　健康づくり３月
定例会

　3月定例会が3/4から3/11の8日間開催され、全議案承認された。
　一般会計当初予算総額は40億300万円で前年度当初比で、5.5％増で
ある。財政状況を踏まえた大きな転換を含めたもので、健康、学力向上、
所得向上を推進するため、福祉センターの大幅改修、中央公民館機能移
転、路線バスのデマンド化、小学校統合などを打ち出している。可能な
限り町民に直結する事業を着実に取り組む方針としている。（議第26号
から32号はP4参照、町広報4月号も参照）

― 健康づくり対策・学力向上対策・所得向上対策 ―

歳入 歳出
町税
10.4%

地方交付税
54.7%

町債
5.7%

国庫支出金
9.2% 維持補修費

3.0%

人件費
19.9% 扶助費

9.2%
公債費
11.5%

投資的経費
9.3%

物件費
15.6%

補助費等
17.0%

繰出金
13.0%その他

9.2%

寄付金2.5% その他1.5%
繰入金2.2%

県支出金6.1%

◇令和４年度 一般会計予算の構成◇

総　額
40億300万円

主
な
事
業

老人福祉センター大規模改修
教育委員会新事務室改修
デマンドバス運営
（スクールバス事業費を含む）
健康づくり推進
学力向上対策

……… 6143万円
……………… 731万円

…………………… 3357万円

………………………… 682万円
…………………………… 625万円

義務的経費
40.6%

１. 条例関係
議案番号 議　案　の　主　な　内　容議　　案　　名

3月議会定例会提出議案　※補正予算関連はP8へ

金山町まちづくり基本条例の設定について

町長等の給与の特例に関する条例の設定

金山町行政手続きにおける押印等の見直しに伴う関係条例の整理に
関する条例の設定について
金山町と山形県との間の行政不服審査法第８１条第１項に規定する
機関の権限に属させられた事項を処理する事務の委託に関する規約
の制定について

金山町行政不服審査会条例を廃止する条例の設定について

金山町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

金山町消防団条例の一部を改正する条例の制定について

金山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
金山町路線バス設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
金山町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

金山町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について

金山町立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

金山町産業振興条例の一部を改正する条例の制定について

金山町総合交流促進施設の設置及び管理等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
ホットハウスカムロの設置及び管理等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

漆野辺地にかかる総合整備計画の策定について

中田辺地にかかる総合整備計画の策定について

有屋辺地にかかる総合整備計画の策定について

田茂沢辺地にかかる総合整備計画の策定について

１１号

１２号

１３号

１４号

１５号

１６号

１７号

１８号

１９号

２０号

２１号

２２号

２３号

２４号

２５号

３３号

３４号

３５号

３６号

今後の町づくりについて、社会情勢の変化に柔軟に適応するため、従前の
条例を廃止し、新たに条例を設定するもの
町財政の健全化を一層推進すること及び新型コロナウイルス感染症による
町の経済状況の現状を踏まえ、令和４年４月１日から令和５年３月３１日
までの期間、町長２０％、副町長１０％、教育長５％の給与減額を行うも
の（※手当についても減額後の額を算定基礎とする）
デジタル社会の到来に備え、内閣府からの「地方公共団体における押印見
直しマニュアル」を参考に押印の見直しを行うもの
行政不服審査会について諮問案件が少ないことや審査には専門的な知識や
経験が必要であることから、山形県と協議し、行政不服審査委員会の事務
を山形県に委託することとなり、その際に必要な規約を制定するもの 
金山町行政不服審査委員会の事務を山形県に委託するため、関連する条例
を廃止するもの
国からの交付税措置による報酬等の引上げに基づき、消防団員の報酬につ
いて引き上げを行うもの
豪雨災害などの発生も多くなっており、更には消防団員の確保の観点から、
出場手当を引き上げるもの
公務員人事管理に関する総務省からの通知に基づき、不妊治療のための休
暇を新設するもの
小学校の統合による走行経路の変更やデマンド交通を導入することに伴い
関係する条文等を改正するもの

多目的室内運動場を廃止するため条例を改正するもの

多目的室内運動場の廃止に関連し、使用料手数料条例を改正するもの

小学校の統合に関連し、関係条例を改正するもの
町民の常用労働者に係る事業者の指定について、増員のためによらずできる
こととしている期間について、更に３年間延長するため条例を改正するもの

金山町総合交流促進施設の利用料金を引き上げるため条例を改正するもの

ホットハウスカムロの利用料金を引き上げるため条例を改正するもの

辺地債が活用できるよう辺地対象地域である漆野地域の令和４年度から
令和７年度までの総合整備計画を策定するもの
辺地債が活用できるよう辺地対象地域である中田地域の令和４年度から
令和７年度までの総合整備計画を策定するもの
辺地債が活用できるよう辺地対象地域である有屋地域の令和４年度から
令和７年度までの総合整備計画を策定するもの
辺地債が活用できるよう辺地対象地域である田茂沢地域の令和４年度から
令和７年度までの総合整備計画を策定するもの

議　案　の　内　容
任期満了となる町公文書公開審査会委員に佐藤一男氏（安沢）、早坂和子氏
（七日町）、笹原美也子氏（谷口）、栗田浩二氏（外沢）の４名は再任とし、小
沼幸男氏（下向）の後任に、三上重幸氏（柳原）を新たに任命するもの

２. 当初予算
議案番号 ３年度予算額会　　計　　名

一般会計
国民健康保険特別会計（直診勘定）
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
水道事業会計（収益的収支）
  　 〃　　　（資本的支出）

２６号
２７号
２８号
２９号
３０号
３１号

３２号

37億9600万円
2億0790万円
9億2263万円
6696万円
6120万円

2億0310万円
1億9830万円
1億1248万円

４年度予算額
40億300万円
2億3130万円
9億2510万円
7070万円

1億6370万円
2億7780万円
1億9510万円
8115万円

比較増▲減
2億700万円
2340万円
2470万円
3740万円
1億250万円
7470万円
▲320万円
▲3133万円

増▲減率
5.5％
11.3％
0.3％
5.6％

167.5％
36.8％
▲1.6％
▲27.9％

３. 人事案件
議案番号 議　　案　　名

金山町公文書公開審査会委員の任命について３７号

議　案　の　内　容
新型コロナウイルス感染症予防に係る町内の経済状況を勘案し、令和４年
４月１日から令和５年３月３１日までの期間、５％の報酬減額を行うもの
一般県道仁田山平岡線の道路改良及び凝山橋の架け替えについて早期実現
を求めるため山形県知事に対し意見書を提出するもの
ロシアのウクライナへの侵略に対し断固協議するとともに、即時無条件で
のロシア軍の完全撤退を強く求めるための決議

４. 議員発議
議案番号 議　　案　　名

議長等の報酬の特例に関する条例の設定について

一般県道仁田山平岡線の道路整備を求める意見書

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議

１号

２号

３号


